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臨時総会開催報告
議案：「2025 年度日本医療ソーシャルワーカー協会
　　　全国大会誘致について」
日時：12月22日（木）18時～19時
形態：オンライン
出席者：ライブ参加40名、欠席委任94名
（全会員176名中、計134名により臨時総会は成立）

　当日は、高村会長らより全国大会を誘致する目的
と意義、今後想定している計画等について報告され
た後、参加会員との質疑が行われました。
　質疑の中では、他地域からの立候補も見込まれる
中での開催地決定要素等についての確認や、コロナ
禍で困難となっていたMSWの交流機会としての全
国大会への期待、また日本協会に所属していない三
重県協会会員も多い中での参加や誘致のとらえ方に
ついての質問等が挙げられました。協会役員からは、
“県内では三重県協会、日本協会のいずれにも所属し
ていないMSWも少なくない中、この全国大会では
県内のソーシャルワーカーが新たに結束するための
チャレンジの機会としたい。それぞれの所属や世代、
地域などの垣根を超えて、共にMSWの歴史と原点
を振り返り、また全国における幅広い実践に触れる
中で、新たな学びとつながりを得られる機会にでき
れば”といった趣旨等が説明されました。

　質疑を踏まえ採決を行った結果、参加者の賛成多
数により当議案は承認され、正式に全国大会誘致に
向けたエントリー手続きを進めることが確認され、
閉会となりました。

2025年 日本医療ソーシャルワーカー協会 全国大会共催決定のご報告
　当協会は、1954年に「三重県医療社会事業協会」と
して発足し、2024年に70周年を迎えます。
私たちはコロナ禍での3年、当り前の生活は当たり前
ではなかったと知り、横のつながりも希薄になりまし
た。理事も新体制となり、この70周年の節目をどのよ
うに迎えるか真剣に議論を重ねました。そして、これま
での道を切り開いてくださった先輩方や多くの三重県
内の仲間と共に歴史を振り返り、今こそ皆がもう一度
しっかりつながるためのチャレンジとして「2025年
度日本医療ソーシャルワーカー協会全国大会」の開催
候補地の立候補に至りました。
　そして2023年2月22日付で「第73回日本医療
ソーシャルワーカー協会全国大会・第45回日本医療会
事業学会の共催通知」が届きました。

　この三重県で、全国の仲間との実践の交流や、先駆
的な取り組みを間近に学ぶことは皆さんのソーシャル
ワーカー人生の中で、これまでにない貴重な経験とな
ることは間違いありません。若手もベテランも、また大
きな学会に参加したことがない方も、一人では難しい
かもしれませんが、今の私たちが力を合わせるならば、
それは決して難しいことではないと思うのです。
　コロナ禍のトンネルの出口もみえてきました。　み
なさまのソーシャルワーカーとしての発展や成長はも
とより、本大会が地域づくりのきっかけとなりますよ
うに新しい時代に向け共に進んでいきましょう。

大大会会 開開催催年年 開開催催地地 開開催催方方法法 大大会会テテーーママ

第73回 2025年 募集中

第72回 2024年 大分 2023年3月頃決定

第71回 2023年 東京 会場＋
オンライン

社会変動の中の医療ソーシャルワーカー
～支援者としてかけがえのない存在であり続けるために～

第70回 2022年 和歌山県 会場＋
オンライン

ソーシャルワークの探究
～原点を見つめ直し、変化し続ける～

第69回 2021年 千葉県 オンライン ありのままの生き方を支える
～夢を描ける社会につなぐソーシャルワークの可能性～

第68回 2020年 愛知県 コロナ禍で
中止

「医療ソーシャルワークの未来図」～当事者に届く支援！組織と地域に
必要なソーシャルワーク機能の発揮を問う！～

第67回 2019年 神奈川県 会場 ともに生きる～みらいのソーシャルワークの風をつくる

第66回 2018年 香川県 会場 地域まんでがんソーシャルワーク～生活することを支えるために～

第65回 2017年 北海道 会場 医療ソーシャルワークの枠組みを再考する

大会開催地・テーマの変遷

時時期期 準準備備内内容容
大会開催決定後 会場の選定と利用申し込み
2023年5月 当協会総会で準備・実行委員募集計画等検討

6月 東京大会開催
2024年3月 実行委員会にて大会テーマ決定⇒8月頃にかけて企画立案

6月 大分大会開催中に2025年大会のPR活動
7月 大会ホームページ公開・ポスターによる広報・協賛募集等
8月 企画・予算書を日本協会へ提出
9月 学会用演題募集～12月末頃まで

2025年1月 プログラム決定⇒開催要項配送・2月より参加者登録開始
5月 抄録集完成、会場・業者・講師・日本協会との最終調整
6月 三重大会開催

大会準備の大まかな想定スケジュール

会長 高村純子
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②【日本における医療ソーシャルワークの成立と課題】
日　時：6月4日(土)　 9:30～12:00
講　師：鈴木志保子氏 (三重大学医学部附属病院)
参加者：12名 (オンデマンド視聴20名)

③【厚生労働行政の動向】
日　時：6月4日(土)　 9:30～12:00
講　師：長友薫輝氏 (佛教大学准教授)
参加者：12名 (オンデマンド視聴20名)

④【医療ソーシャルワークの価値と倫理】
日　時：6月7日(火)　18:00～19:40
講　師：山田剛氏 (みえ川村老健)
参加者：9名 (オンデマンド視聴19名)

⑤【社会保障制度とソーシャルワーク】
日　時：6月21日(火)　18:00～19:40
講　師：鈴木志保子氏 (三重大学医学部附属病院)
参加者：8名 (オンデマンド視聴11名)

⑥【医学知識／認知症】
日　時：7月12日(火)　18:00～19:40
講　師：市川智子氏 (岡波総合病院　老人看護専門看護師)
参加者：10名 (オンデマンド視聴13名)

⑦【診療報酬とソーシャルワーク】
日　時：7月19日(火)　18:00～19:40
講　師：川口恵生氏 (小山田記念温泉病院)
参加者：9名 (オンデマンド視聴12名)

⑧【支援方法論　チーム医療と地域連携】
日　時：8月2日(火)　18:00～19:40
講　師：久保信裕氏 (鈴鹿回生病院)
参加者：9名 (オンデマンド視聴13名)

⑪【医療における「家族の理解」】
日　時：9月10日(土)　9:30～12:30
講　師：高村純子氏　(三重病院)
参加者：11名　(オンデマンド視聴なし)

⑫【医学知識／糖尿病】
日　時：9月20日(火)　18:00～19:40
講　師：山村真紀氏 (伊勢赤十字病院 糖尿病認定看護師)
参加者：7名 (オンデマンド視聴7名)

⑭【支援方法論　ミクロ・メゾ】
日　時：10月22日(土)　9:30～12:30
講　師：伊藤隆博氏 (岩手県立大学准教授)
参加者：6名 (オンデマンド視聴なし)

⑮【生活機能障害とソーシャルワーク】
日　時：11月1日(火)　18:00～19:40
講　師：脇海道友美氏 (伊勢赤十字老人保健施設虹の苑)
参加者：7名 (オンデマンド視聴8名)

⑯【支援方法論　アセスメント】
日　時：11月15日(火)　18:00～19:40
講　師：伊藤隆博氏 (岩手県立大学准教授)
参加者：7名 (オンデマンド視聴なし)

⑰【医学知識／がん】
日　時：11月29日(火)　18:00～19:40
講　師：堀口美穂氏 (三重大学医学部附属病院
          がん看護専門看護師)
参加者：7名 (オンデマンド視聴11名)

⑱【医学知識／緩和ケア】
日　時：12月20日（火）18：00～19：40
講　師：萩原美紀氏（松阪市民病院 緩和ケア認定看護師）
参加者：6名 (オンデマンド視聴6名)

⑲【医学知識／アルコール関連問題とアディクション】
日　時：2023年1月10日（火）　18：00～19：40
講　師：兵倉香織氏（市立四日市病院 MSW）
参加者：5名 (オンデマンド視聴6名)

⑨【医学知識／脳卒中と連携パス】※専門基礎研修との共催
日　時：8月22日(月)　18:00～19:40
講　師：岡崎英人氏 (藤田医科大学七栗記念病院准教授)
参加者：26名 (オンデマンド視聴28名)

⑬【事例検討の方法と実践の検証】※グループワークはライブ開催のみ
日　時：10月4日(火)　18:00～19:40
講　師：山田剛氏 (みえ川村老健)
参加者：8名(オンデマンド視聴なし)

⑳【医学知識／在宅医療】※専門基礎研修との共催
日　時：1月17日（火）　18：00～19：40
講　師：門間文彦氏（みえ在宅医療クリニック 院長）
参加者：13名　(オンデマンド視聴10名)

研修報告

①【三重県MSW協会の概要と現認者教育体制】
日　時：6月4日(土)　 9:30～12:00
講　師：高村純子氏 (三重病院)
参加者：12名 (オンデマンド視聴20名)

初任者研修 ※すべてZoomを利用してのオンライン研修 (オンデマンド配信あり)

・ スキルアップセミナー【ファシリテーションスキル】
日　時：9月3日(土)　9:30～12:30
講　師：坂本文武氏 (社会構想大学院大学教授)
参加者：31名

・ スーパービジョン研修
日　時：11月12日(土)　9:30～13:00
講　師：浅野正嗣氏 (ｿｰｼｬﾙﾜｰｶ ・ーｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ名古屋代表)
参加者：14名

・ 実践報告会
報告演題：
　①四日市羽津医療センター　松尾将太氏
　　「意思決定能力が低下している患者・家族への支援」
　②三重大学医学部附属病院　山本束華氏 
　　「ひとの生き方に関わるということ-1 年目ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰとして-」
　③三重大学医学部附属病院　小坂絵里加氏
　　「自分を知り、向き合う」
　④伊勢赤十字老人保健施設 虹の苑 脇海道友美氏
　　「虹の苑の支援相談員としてできたこと、
　　 できなかったこと(老人保健施設譲渡にあたり、
　　 支援相談員としての自分を振り返って)」
　⑤いしが在宅ケアクリニック　吉川晴子氏
　　「自分らしく生きることを支えたい
　　 ～在宅ケアクリニックにおける
　　　　　ソーシャルワーク実践の試み～」
参加者：46名

・ 専門基礎研修【災害ソーシャルワーク研修】
日　時：10月22日(土)　13:30～16:30
講　師：伊藤隆博氏　(岩手県立大学准教授)
講　師：瀧井美緒氏　(岩手県立大学講師)
参加者：16名

・ 専門基礎研修【医学知識／脳卒中と連携パス】
※初任者研修との共催

⑩【医療ソーシャルワークと記録】
日　時：8月30日(火)　18:00～19:40
講　師：落合幸太朗氏 (藤田医科大学七栗記念病院)
参加者：7名 (オンデマンド視聴5名)

・ スキルアップセミナー【MSWと経営アウトカム】
日　時：8月6日(土)　10:00～11:30
講　師：小林哲朗氏 (愛知県医療ソーシャルワーカー協会 前会長)
参加者：44名

初任者研修以外 ※すべてZoomによるオンラインライブ研修

※参加者はライブ+オンデマンド参加。オンデマンド視聴人数＝延べ視聴回数



　当院のある名張市は伊賀圏域にあります。民間病院と
して昭和52年3月に名張市に開院いたしました(当時、
病床数33床)。そして、数十年、病院の理念のもと真摯に
医療サービスに取り組み、現在は、伊賀圏域をはじめと
して、津市(美杉町)や奈良県など近隣の市町村からもご
利用頂いております。

　現在の診療科は、胃腸内科・外科、内科(循環器、膠原
病、糖尿病)、整形外科(木曜のみ)、泌尿器科(月、水、金)。
病棟としては、一般病棟(55床)、医療療養型病床(40床)
の95床となっております(介護医療院も40床、併設して
おります)。
　また、県内の病院をはじめとして、奈良県立医科大学
附属病院や天理よろづ相談所病院、大阪国際がんセン
ター、大阪赤十字病院等、他県の病院とも多くの連携を
しております。
　在宅サービスとしては、訪問診療、訪問看護(リハビリ
含む)があり、コロナ禍により多くの方からご希望頂いて
おります。他にも法人内には介護保険事業所、障害福祉
事業所などもあり、何かご相談頂ければ関連部署にて対
応できるようになっております。

　地域連携室は、現在SW3名で構成しております。サ
ポートとして看護部長、医療安全管理室の室長(NS)の
力を借りています。
　他院の連携室と大きく異なる点は、入退院支援業務に
おいて、入院案内を地域連携室が行うことで入院前から
の情報(生活状況、家族状況等)を確認できるので早期か
らの退院支援を行うことが可能となっております。その
傍らで療養病棟の転院調整等も業務の一つとなってお
ります。(患者様の為に少しでもお役に立てればと思い対
応しているのでお電話頂いた際に不在の場合は、ご迷惑
おかけしておりますがご了承ください。)
　
他にも当院は、入院設備のあるかかりつけ医の為、長い
間、ご来院頂いている患者様(家族様)が多いです。ありが
たいことに当院へ安心、信頼してご来院頂いているので
外来や窓口などで何気なく相談をしてくださり、そこか
ら地域連携室へ繋がるということが多々あります。院内
でも「何かあったら連携室へ」となり、患者様(家族様)を
はじめとして、病院職員からも相談される関係となり「よ
ろづ相談」のような役割を担っております。何気ない相
談でも大きな問題になる手前だったと言うこともあり、
院内スタッフが常に患者様のことを気にかけているが
故に対応できたというケースが非常に多いです。
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主　催：三重県
共　催：三重県医療ソーシャルワーカー協会
第1回　2022年12月10日（土）　9:30-12:30　参加者：26名
　　　　・外国人患者受入れに係る国の取組みについて
　　　　・外国人患者受入れに係る三重県の取組みについて
　　　　・外国人患者の文化的背景への留意点

第2回　2023年 1月14日（土）　9:30-12:30　参加者：32名
　　　　・裁判例を通して考える外国人患者の言語等に関する
　　　　　トラブル防止策について
第3回　2023年 2月18日（土） 13:00-17:00　参加者：25名
　　　　・医療現場に役立つやさしい日本語
　　　　・医療通訳を活用した外国人患者対応の実践
　　　　・医療通訳と他職種の連携事例について
　　　　　市立四日市病院　医療ソーシャルワーカー岡 香織氏ご報告

外国人患者対応支援セミナー2022（オンライン開催）

主　催：三重県医療的ケア児・者相談支援センター本部
共　催：三重県医療ソーシャルワーカー協会
日　時：2023年  2月4日(土)10:00-12:00
場　所：三重大学医学部附属病院（ハイブリッド開催）

医療的ケア児のソーシャルワークを考える会 【講演①】
　「医療的ケア児を取り巻く制度について」
　　三重県医療的ケア児・者相談支援センター センター長  岩本 彰太郎氏
【講演②】
　「医療的ケア児者・重症心身障がい児者家族会から」
　　三重県医療的ケア児者・重症心身障がい児者の家族会 SMILE代表  奥山 絵里氏
【グループディスカッション】
　参加者：17名

病院紹介 《寺田病院》 第12回目は、寺田病院からの報告です。

地域連携室について

一、地域の皆様に親しまれ、信頼される
医療サービスをめざします。

一、つねに高度専門医療の提供に努め、
その進歩・発展に尽くします。

一、健診や介護にも積極的に取り組み、
地域の保健・医療・福祉に貢献します。

一、全ての職員が誇りとやりがいを持って
働くことのできる病院を目指します。

病院の理念

主　催：三重県社会福祉士会、三重県精神保健福祉士協会、
　　　　三重県医療ソーシャルワーカー協会
共　催：日本ソーシャルワーカー教育学校連盟、
　　　　東海・北陸ブロックソーシャルワーク教育研究協議会
協　力：三重県介護支援専門員協会
日　時：2022年12月3日(土)-10:00-12:30

【第1部　記念講演】
　「ひとの息づかいに静かに耳を傾け、そっと脈にふれると・・・」
　　　　　　　－ひとが人となる瞬間（とき）－
　　鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部　医療福祉学科
　　　　　　　　　　　　　　　　教授　松原　新 氏
【第2部　グループセッション】
　「ソーシャルワーカーとして大切なこと―私の３か条―」
参加者：89名

ソーシャルワーカーデー2022 in 三重 （オンライン開催）ソーシャルワーカーのちから ～寄り添い、つなぎ、支えあう～
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次回は、志摩市民病院からの報告を予定しています。
お楽しみに。

▶▶▶

〒518-0441　三重県名張市夏見 3260 番地 1
電話：0595-63-9001　FAX：0595-64-2332

医療法人［社団］寺田病院

（文　勝又広志）

５月２０日（土）予定
13：00～受付　13：30開始　16：30終了予定

＜令和5年度三重県ＭＳＷ協会総会＞

　ドクターをはじめコメディカルなど病院職員全体で
患者様(家族様)に専門職それぞれの視点で関わっていま
す。その為、院内連携が自然とできており、ソーシャル
ワーカーとして患者様の「生活」について何ができるか
を日々、考えております。まだまだ不十分な為、3人で
日々、研鑽しております。今後は、専門職としてもっと
もっと生活の視点で関わっていき、専門職としてのミッ
ションを果たしていきたいと考えております。

今後の地域連携室について

　当院は、建物の老朽化に伴い新棟建築、外来一部改修
を行い、2022年2月より新たなスタートとなりました。
それに伴い、MRIの導入など新たに機器を導入したもの
もあります。病院理念のもと常に向上して発展していく
ために何が必要かを考え、実践している結果の一つと思
われます。ただ、どんなに医療、技術が発展していっても
職員は「気持ちのある仕事」をしております。そこに関し
ては、部署毎、専門職毎で脈々と受け継がれています。

　これからも初心を大切にしながらも職員一同、患者
様、地域の皆様の為にさらにがんばっていきたいと考え
ております。

最後に

連携室のメンバー

令和５年度総会の案内

　当協会は2024年に創立70周年を迎えます。70年前の協会の様子をご存知の方はほとんど
いないと思いますが、10年前、20年前皆さんは何をして、どんな事を考えていたでしょうか。
そして自分が思い描いていたような現在がありますか。理想は過去の自分を安心させてあげら

れる現在がある事だと思います。なんなら未来の自分も嫉妬するくらい輝かしい現在があれば言うこと
はないでしょう。でも現実はなかなか厳しい。心折れそうな毎日を送っている方もいるかもしれない。過
去の自分が安心でき、未来に希望を持てるような現在を作るには、自分を信じて祈り、毎日コツコツやる。
やはりこれに尽きると思います。新しい年度も自分を信じて一歩ずつ前に進みましょう。明るい未来が
待ってます。皆で盛大に歴史に残る70周年を迎えましょう。

編集
後記

担当：兵倉・小坂・松田

院内連携の為の
ツール

(現在実験中)

編集・発行 三重県医療ソーシャルワーカー協会
ホームページ http://www.mie-msw.com/
事　務　局 小山田記念温泉病院

〒512-1111 四日市市山田町5538-1
☎059（328）1260

＊今回の総会は現地での対面の開催を予定しています。
　但し感染状況によってはオンライン開催に変更に
　なる可能性もあります。詳細については協会から届く
　研修案内をご確認ください。


